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「水辺の生きもの観察会２０１６」
今年も多くの方のご参加で楽しく開催

５月２２日(日) 、『水辺の生きもの観察会２０１６』をＪＦＥトンボみちで開催

しました。広報よこはま鶴見区版や参加者募集のチラシ等を見て申し込みい
ただいた、一般参加者３３名（９家族）が、トンボ池に棲んでいるヤゴなどの生
きものたちとふれあいました。

オリエンテーション タモ網でヤゴの採取

専門スタッフによる生きもの解説 ヤゴの観察
←　顕微鏡を見つつ
　　　　　　　　　　スケッチ　↓

ミニ水族館(採取した生きもの) 参加の皆さんと記念撮影

この観察会開催にあ
たって、「横浜市環
境創造局」の後援と
、企画・運営は、早
川さんをはじめとし
た「あおぞら自然共
育舎」の協力をいた
だきました。

JFEエンジニアリングより報告します



活動予定　　 ※雨天は１週間延期

　 今月 ：　６月２５日（土）　９時～１１時
　 来月 ：　７月２３日（土）　８時～１０時
事前の申込みは不要です。誰でも参加可能！

 

京浜の森ロゴマーク
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【シリーズ】　　トンボみちの仲間たち

５月２８日（土）のファンクラブ活動の様子です。　 （撮影：山田さん）

公式ホームページをご覧ください

【連載7】続・トンボ百科　～ トンボは会社を大きくする？ ～　

⑦なぜトンボは会社の名前になったか？

　トンボが会社名といったら、だれでも鉛筆を思い浮かべるに違いない。

もとは小川春之介商店であったが、自社の鉛筆の中で一番人気がトンボマーク

であったため、後に社名をトンボ鉛筆にしたのだ。ちなみに、TOMBOWの最後の

Wはtomb（墓）と間違われないためだという。ディーゼル機械で有名なヤンマー

もトンボの大将オニヤンマ、そして創業者「山岡」にちなんだものだそうだ。

こちらは顧客に農家が多く、

豊作を象徴する昆虫として検討されたという。

（文責：田口正男農学博士）

※「JFEトンボみち」はJFEエンジニアリング（株）が
　地域の皆様に開放している公開緑地です　　

ファンクラブのみなさん

トンボは挨拶のため
下向きだ

トンボみちと公道の草取り

ツユムシの幼虫？

麦の収穫 ヒキガエル

アワフキムシ

蕎麦とアサザの花


